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研究成果の概要（和文）：本研究では、保育園における外国人の園児と日本人の保育者がいかに接するかを分析
を行った。中心的に分析した例は次の二つである。１）来日したての園児が日本語がわからない時に三輪車の順
番をとる場合と、２）日本語を話せるようになった時に他の日本人園児と関わる場面であった。第一の例では、
保育者が争いに対して介在し、第二の例では子供同士が仲裁をした。子供同士が仲裁を行う時は保育者が用いる
「これも同じだよね」という規範の共有の言葉を使用していた。また、第一の例のように、言葉が分からない場
合には、簡単な言葉「順番」を発して、子供を混乱させないようにしていたことがわかった。さらにインタビュ
ーやアンケートも行った。

研究成果の概要（英文）：In this study,we have been observing and filming a cross cultural nursery 
school which has been located in the Saitama prefecture. In this nursery school, almost 30 
pre-school children are enrolled. The ratio of Japanese children to non-Japanese children is varying
 every year. Teachers know about and prepare for the cultural background of each child, especially 
those from other countries. However, teachers basically speak Japanese to every child. Despite this,
 the teachers do speak a few words of the child’s native language, when they have very important 
instructions to give to newly enrolled international child. We find out that children frequently 
dispute and confront in the nursery school. Teacher reach out solution by two means. For children 
who can not speak Japanese, teacher mediate by one word, as like 'turn'. For , children who can 
speak Japanese, teacher share the norms.

研究分野： 社会学

キーワード： 相互行為　日本人保育者　外国人園児　多文化　社会学　会話分析　相互行為分析　エスノメソドロジ
ー
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様 式 Ｃ－１９、Ｆ－１９－１、Ｚ－１９、ＣＫ－１９（共通） 

１．研究開始当初の背景 
 (1)本研究を構想した 2012 年から 2013 年
にかけては、アメリカ（ロサンジェルス、ハ
ワイ）、カナダ（バンクーバー、トロント）
という日系人が多く居住した地域と、周防大
島と和歌山県美浜町という多くの住民がア
メリカやカナダに移住した地域で移民体験
者への聞き取り等の調査を行っていた。さら
に、日系ブラジル人が住んでいる日本国内の
地区（群馬県大泉町等）での研究を試みてい
た。日系人の抱える課題の一つは、当事者の
文化的背景が異なることであった。さらに、
国や人種によるカテゴリー化（区別）が行わ
れ、就職などを始め不利益を被ることがもう
一つの課題であった。 
 現代の日本の社会では、外国籍の人々は第
二次世界大戦の前のアメリカやカナダで日
系人が排斥されたような大きな社会的紛争
には直面していない。しかし、外国籍の人々
は 1980 年代以降増加を続けている。保育園
にも、様々な国の名前を持つ様々な外国籍あ
るいは日本で子ども時代を過ごしたことの
ない日本人の保護者を持つ子どもたちが入
園するようになった。現場には様々な問題が
挙げられている。子どもたちの着替えに関し
て厚着や薄着をしすぎる、またお弁当に関し
てもキャラ弁（キャラクターを模したお弁
当）が流行しているにも関わらず、ビニール
袋に入ったお弁当を持って来る等様々な日
本的な育児との違いがあることが、保護者と
の言葉の違いを含めて保育の現場の中でも
解決を必要とする課題の一つであるととも
に、社会的課題となっていた。 
 
(2)学術の上でも、子供と保育者（観察した保
育園では保育士以外も保育を行うので以降
保育者とする）がどのように相互行為を行う
かということは、大きな関心を寄せられてい
る。 
 外国人の子ども日本人の父親や母親を持
っている場合でも他の文化的背景を持って
いる場合）と日本人保育者が実際にどのよう
に関わっているかを明らかにすることは、社
会学的な学術課題としても社会の課題とし
てもともに重要であった。これらの理由から、
本課題に取り組むこととした。 
 
２．研究の目的 
日本人保育士と外国人の子どもがいかに

して相互行為を行うかということを観察し
てそれらを相互行為分析によって分析し、外
国人の子どもの困り感に対して日本人保育
者がいかにして関わるか、子供同士はどのよ
うな相互行為をするかを明らかにして、社会
的課題及び学術的課題の解決に寄与するこ
とを目的とした。 
 このことを明らかにすることによって、日
系人研究や多文化共生研究において重要で
ある「文化的背景」が異なる人々、この場合
は生まれながらの「文化」を持つ人がメイン

ストリームの「文化」（この場合は、日本の
子育て文化や日本人の子どもの文化）に対し
て適応して同化するのか、また保護者が持つ
生まれながらの国の「文化」をメインストリ
ームの文化の中でいかにして持ち続けるよ
うにするのかを観察し、特に保育者たちがい
かにして子どもたちの生まれながら（出身
地）の「文化」を保育の中で扱うかを分析し
ようとした。 
研究開始当初の背景（２）で述べたように、
子ども同士、保育者と子どもの相互行為は大
きな関心を寄せられてきた。エスノメソドロ
ジーと会話分析の中でもその解明に多大な
努力がなされてきた。例えば、マージョリ
ー・ハーネス・グッドウィン(Goodwin,1990)
は、こどもが命令形のことばを用いる場面を
分析して、男の子同士では階層性を示すこと
を明らかにした。また、女の子同士の「あの
子が言ってたんだけど」という口論のなかで、
その場にいない女の子が言ったこととその
悪口を告げ口することで大々的な喧嘩にな
ることを明らかにした。 
 ま た 、 マ ル デ ィ ・ キ ッ ド ウ ェ ル
(Kidwell,2013)は、保育者は子どもが悪いこ
とをした時、「悪いことをした」ということ
を子どもに知らせるために、最初は子どもの
視線を得るために、言葉（声かけ）によって
顔をむけるようにして、次は同じ内容を話し
ながら身体に触り、さらに顔を触りながら、
その言葉を繰り返すことを、保育園での保育
者と子供の相互行為の分析から示した（キッ
ドウェルが分析した断片では子どもは視線
を向けなかった）。この研究は、グッドウィ
ンやキッドウェルの抱いた子どもの相互行
為に対する関心を、日本において検証するこ
とも一つの目的とした。 
  
 
３．研究の方法 
(1)本研究は、保育園での保育者と子ども、子
ども同士のビデオ撮影と、保育園長と保育者
へのインタビュー及びアンケート、また送り
迎えする保護者を長期にわたって観察した。 
 研究開始当初から、埼玉県さいたま市の
「そよかぜ保育室」で長期にわたるビデオ撮
影を行った。そよかぜ保育室は地域の子ども
たちを受け入れるだけではなく、埼玉大学に
留学している大学院生や大学生、あるいは勤
務している国内外の研究者の子どもたちを
多く受け入れている。そのために、そよかぜ
保育室は、外国人の子どもたちの受け入れと
その保護者への支援をおこなうことを目標
としている。 
 そよかぜ保育室の後援会と保育者には研
究の目的を説明してそのためにビデオ撮影
を行いたいという依頼をして承諾を得た。同
様に保護者にも説明を行い、学期ごとに撮影
をする二週間前に依頼をして承諾書を得た。 
 そして、園長と保育の進行に気をつけて子
どもたちの様子に関して打ち合わせを行っ



た。撮影日は承諾を得た時に保護者に周知し
て、保育者にピンマイクをつけて埼玉大学と
東京工科大学の学生が撮影を行った。 
 
(2)学術的な研究の方法は、エスノメソドロジ
ーと会話分析に基づいて行った。相互行為分
析（マルチモダール分析、マルチモーダルイ
ンタラクション分析）と呼ばれ、言語的行為
と身体的行為が相互行為にいかにして継起
的に用いられるかを分析するものである。 
 グッドウィンやキッドウェルの研究のよ
うな先行研究があるためだけではなく、子ど
もたちは、言語的な発達の途上であり、身体
を用いて相互行為を行うことが研究方法と
して相互行為分析を用いる要因となった。 
 相互行為分析を行うために、分析を行うデ
ータの文字化(トランスクリプト)を行った。 
 また、保育者へのインタビュー、保護者の
観察を行った。 
 
４．研究成果 
 この研究では、マシュー・バーデルスキー
や五十嵐素子が多く業績を出しているが、外
国人の幼児に対する日本人保育者の対応に
関するデータと子ども同士に関するデータ
の分析結果をこちらに示したい。 
（１）外国人幼児と日本人保育者の場合 
 ここで分析するのは、来日して 3ヶ月の幼
児である。保育者は、幼児の母語である韓国
語が分からないため、幼児の行動それぞれに
対応するのと同時に、規範（順番抜かしをし
ない）ということを伝える。 
 ここで、青い服を着た韓国から来日して三
ヶ月後の子ども（ここでは Jと呼ぶ）は三輪
車に乗る順番を待っていた。そして Jの順番
と思った時に他の園児が三輪車に乗ってし
まった。Jは、「僕の番だよ」と韓国語で言い
ながら三輪車に乗っている園児を引きずり
下ろそうとしている（図１）。Jはそれから「僕
の」「違う」「僕乗ってないよ」と韓国語で
自分の行為の正当性を主張しながら身をよ
じって泣き叫ぶ（図２）が、保育者は「三輪
車に乗った園児」を引き釣り下ろそうとして
いることを止める。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
図１ J は「僕の番だよ」と言いながら三輪
車に乗ろうとする。 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
図２ 身をよじって泣き叫ぶ J 
泣き叫ぶ Jに対して、保育者は「順番」と

言いなだめる。 
 この二つの図に示した幼児のトラブル（他
の子どもに掴みかかる、順番を無視された、
訴えかけても分からない）などに対して、保
育者は「順番」と言い、今三輪車に乗ってい
る子どもに「代わってあげて」と言う。 
 日本人保育者が外国人の子どもに対して
対応するヒントを得た。一つは、「順番」等
の簡単な言葉（発話）を一つだけ発し、状況
と動作（すぐに三輪車に乗ろうとすることを
制止する）と発話のマッチングをすることで
ある。また、子どもの集団に上手く入れない
場合は、様々な仲裁をすることがわかった。 
 
（２）子ども同士の場合 
食べるための工夫も外国人児童のために行
っている。「そよかぜ保育室」は多くのイス
ラム教徒の子どもやヒンズー教の子どもた
ち、またベジタリアンの子どもたちがいるた
め、豚肉や牛肉を除くだけではなく野菜と魚
だけを用いた給食を提供していた。しかし、
一般的に用いるカレーペーストには、豚由来
のものが使用されているため、多くの子ども
の大好物であるカレーが提供される時には、
イスラムカレー（食器や台所を共有し、食材
がハラールではないためハラールフードで
はない）を供する。イスラムカレーは、日本
のカレーペーストを使わず調理をするため、
ペーストを使ったカレーの色よりもややオ
レンジ色がかっている。 
 （１）の事例で泣いて三輪車の順番交代を
促していた韓国人の 5歳の子どもは、来日９
ヶ月後の（２）（本事例）では流暢に日本語
を話している。この給食場面では、パキスタ
ンの 5 歳児（H）と 3 歳児のインドネシア人
（I）はイスラムカレーを、韓国人の園児（J）
と日本人の 5 歳児（S）はカレーペーストを
使ったカレーを食べている。 
 ここでは4人の会話の簡単なトランスクリ
プトを紙幅の制限のため沈黙の時間をカッ
トして示す。 
(J: 5 才、韓国、S: 5 才、日本 、H:5 才、パ
キスタン、I:3 才、インドネシア)  
1.J：ぼくはカレ:らいむ:: 
2.    (0.8) 
3. J：おまえはミカン: 
4.    (1.2) 

 

 



5. S：ミカンじゃ[ない: 
6. H：     [カレ:ライス. 
7.    (1.0) 
8. J：これがカレ:ライスだよ. 
9.    (0.8) 
10.J：これはね(0.2)キュウイだよ:. 
11.    (2.0) 
12.I：これもカレ:. 
13.    (1.2) 
14.H：これカレ:ライス. 
15.    (0.8) 
16.J：(ちがう)ここにあるのはね:゜ミカン
だよ.゜ 
17.    (0.5) 
18.H：これカレ:ライス. 
19.    (0.5) 
20.J：゜ミカン(だよ)゜ 
21.    (0.3) 
22.J：これこ:(    )カレ:ライスだよ. 
23.    (2.0) 
24.J：これがカレ:ライスだよ. 
25.    (1.6) 
26.S：これは(0.4)これカレ:ライスだよね. 
27.    (1.8) 
28.S：(カレ:)だよね. 
29.    (2.0) 
30.S：(カレ:)だよね. 
 
ここでは、Jは、自分のカレーは「カレー」

でありイスラムカレーをさして「みかん」だ
よと言う。 Jは、同じように日本式のカレー
を食べる S に同意を求める。そして、「みか
ん」と言われた Hは「これカレーライス」と
言い、同じくイスラムカレーを食べるIも「こ
れカレーライス」と言う。 
 この短い断片のなかで、J はカレーを「カ
レー」と「みかん」に分類（カテゴリー化）
し、そのカテゴリー化とそのカテゴリー化が
含む否定的なニュアンス（カレーではないこ
と）に関して、Hと Iは争っている。 
 このなかで、マージョリー・ハーネス・グ
ッドウィン(Goodwin,1990)が、「結びつける
フォーマット」と述べたように口論の中で、
同じ言葉「カレー」「これ」が繰り返される。
争う当事者は、前の挑発した者と同じ言葉を
繰り返すが、指さしや言葉の調子を伴い、同
じ言葉が肯定（「これがカレーライスだよね」
２６行目）と否定（前の「これがカレーライ
スだよ。」（８行目）に対してこれカレーライ
ス」（１４行目））になる。 
 また、カレーであることは集団にとって
「肯定的」、みかんであることは「否定的」
なニュアンスを包含することが、二組の肯定
的及び否定的な（二分的）なカテゴリー化を
争わせるもととなる。 
 この口論は、日本式のカレーを食べていた
S が「これもカレーだよね」と H に言い、H
がうなずくことを繰り返すことによって、終
了する。子どもが口論を広げた「これカレー
ライスだよ」と言葉の「結びつけるフォーマ

ット」を用いて子供が仲裁をしている。そし
て、「ね」という終助詞を使って H をその仲
裁に同意させる。 
 （１）の事例は、子どもが保育園や日本語
を分からない場合に、保育者が関わる。保育
者はなるべく意味を複雑にせず、「順番」と
いう言葉を発するのみである。子どもの争い
に対する仲裁は、保育者が行った。（２）の
事例は子ども同士で仲裁をした。また、この
事例での子どもが行った仲裁は、保育者が保
育園でイスラムカレーを食べる時に、全員の
子供たちに「これもカレーライスだよ」と同
じカレーを食べていることを共有するため
の言葉によるものであった。 
 発話の単純化、振る舞いの明確化とイスラ
ムカレーのような全員で食べるための工夫
や「一緒にいること」を示し、子ども同士が
問題を解決する場合には保育者は踏み込ん
で仲裁しないことなどが知見として得るこ
とが出来た。 
 またこれ以外にも保育者へのインタビュ
ーやアンケート、また保護者との話し合いを
通じて、これらの問題の所在と解決を理解す
ることが出来た。 
本研究から得た知見は、2017 年度に論文と

して海外の雑誌に投稿する。 
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